
沖縄初！マシンコントロール油圧ショベル。

コマツＩＣＴ建機�
初導⼊

今回の⼯事は沖縄県与那原地区の道路改
良⼯事。施⼯するのは先嶋建設（株）
様。導⼊の経緯を現場代理⼈の我謝将之
さんに聞いた。「国⼟交通省が発表し
た、i-Construction型⼯事を知り、沖
縄県の先駆けとして、⾃分たちでどこま
で施⼯が出来るのか実際に使ってみない
とわからないとの思いで導⼊しまし
た。」と話した。沖縄県では初のマシン
コントロール油圧ショベルの導⼊だった
為、わからないことが沢⼭あり、担当営
業を質問攻めにしたそうだが、楽しみな
がらの導⼊だったとも教えてくれた。
「従来の設計図だと現場の把握が難し
く、測量や丁張設置作業にかなりの時間
を要していたので丁張レスのＩＣＴ建機
に⼤きな魅⼒を感じました。」とも話し
た。
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性能を把握�
設計データの活⽤

ＩＣＴ建機を導⼊した感想を吉⽥組の吉
⽥徹さんに聞いた。「当初は法⾯成形の
みで活⽤する予定だったので床掘のデー
タは⼊れていませんでした。法⾯の施⼯
をすることでＩＣＴ建機の性能が把握で
き、床掘でも⼒を発揮すると確信しまし
た。また、モニターの設定も気になり、
設計データを応⽤できないかとオフセッ
ト機能を試してみると、測量も丁張も必
要とせず、粗掘削から仕上げまで、マシ
ンコントロールで安全に楽に施⼯するこ
とが出来たよ。」と笑顔で教えてくれ
た。最後に、現場代理⼈の我謝さんは、
「KomConnectでは3次元でデータ管理
も出来るし、モニターも活⽤して⼿間も
減ったから、⼯期短縮につながった。試
して良かったよ。現場が変わる魅⼒に今
後も活⽤したい。」と話した。
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